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 おかげさまで第1回の講座は好評でしたので、予定通り月1回のペースで開かせて頂くことになりました。
毎月、第 4水曜日を基本に行わせて頂きます。第 2回は「レンズと露出の基本」です。一眼レフ用のレンズ
は、数多くの種類がありますが、何が違うのか？絞りとシャッタースピードの効果は？など、今回も基本中の

基本の内容です。 
●第２回『レンズと露出の基本』 
  ・レンズの種類（標準、広角、望遠、マクロとは）  ・ズームレンズと単焦点レンズ 
  ・デジタル一眼レフ専用レンズとは    ・被写界深度とシャッタースピードの効果 
＊日 時：５月24日(水) 18：00～19：30 
＊会 費：￥1,000 
＊定 員：15名 
＊申 込：お電話、メール、店頭にて（お車で来られる方は、申込時にお知らせ下さい。） 

 
 
 
前回に続いて D200 の使用レポートを書かせて頂き

ます（他にネタが無いのでご容赦を）。D200は、従来
のマニュアルレンズを装着して自動露出やTTLでのス
トロボ撮影が可能なのですが、これが本当にありがた

いのです。D70でも使うことはできるのですが、マニ
ュアル露出でしか撮影できない上に、前回でも述べま

したピントの合せづらさで、実質、使用できません。

実際にマニュアルの 180／2.8のレンズで撮影して「ピ
ンぼけ」ばかりになり、それ以来、D70ではマニュア
ルレンズを使わなくなりました。D200 では、性能の
良いファインダーのおかげでマニュアルレンズでもピ

ントはバッチリで大助かりです。なぜ、マニュアルレ

ンズにこだわるかと言いますと、まず、AFレンズは暗
いズームレンズしかなくて、体育館など広い室内での

撮影に不自由します。それから、ズームレンズの画質

が良くなったとは言え、単焦点レンズの方が古くても

圧倒的に画質が良いので商品撮影や大伸ばしを前提と

したシビアな画質を求められる時には欠かせないので

す。というわけで、マニュアルレンズの性能が充分に

発揮できるD200を使うとD70には戻れません。さて、
画質に関してなのですが、カメラの標準設定で撮影し

た画像をパソコンのモニタで単純に比べた場合、1000
万画素ある D200 の画像はピント（解像感）が甘く、
ねむい画像に見えて、600万画素の D70 や D50 の方
がいいように見えます。これは、デジカメの重要なパ

ーツに「ローパスフィルター」があるのですが、この

ローパスフィルターの調整と標準設定でのコントラス

ト・シャープネス（輪郭強調）の調整が違うためです。

D70と D50は、一般ユーザーを対象としているので撮 

 
 
影したままの画像の見た目を優先するため、ローパス

フィルターの効きを弱くしていてコントラスト・シャ

ープネスは強めになっています。ただし、ローパスフ

ィルターの効きを弱くすると「偽色・モアレ」といっ

たデジカメ特有の欠点が出やすくなってしまいます（こ

れには相当、悩まされました）。対して、D200はプロ
やハイアマチュアを対象にしているので、後から補正

することを前提にコントラスト・シャープネスは弱め

に調整されています。ローパスフィルターも新開発の

物で偽色・モアレの他、「赤外線かぶり」を極力、押さ

えています。これらの差で標準設定の画像の見え方に

差があるのですが、D200 でも設定を強めにすれば、
撮影したままの画像も見栄えは良くなりますが、後か

ら補正するには不向きです。 
次に、D200と同時に発売されたレンズで D200以上
に人気を集めている「AF-S DX VR18～200」というズ
ームレンズ（デジタル一眼レフ専用）について書かせ

て頂きます。ニコンが生産の追いつかないことをわざ

わざ詫びるほど注文が殺到しているのですが、人気の

要因はフィルムカメラにすると 28～300ミリ相当とい
う焦点距離に加え、強力な手ブレ補正機能がついてい

るからです。実際に試してみて驚くばかり、テレ端（最

望遠側）の 200ミリ（300ミリ相当）で 1／15秒で撮
影してもまったくぶれていないのです！一般的なスナ

ップ撮影はこれ１本で OK！ただ、手ブレは補正され
ても被写体ブレは補正されませんし、手ブレ補正撮影

にはちょっとしたコツがいります。また、三脚使用時

や高速シャッターなど補正の必要の無い撮影では、補

正機能をOFFにした方が、画質が良いということです。
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